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努力の結品にみんなの拍手

第3回発表会 大付少年合唱団母の会〈会長国崎嫡脅さん)主催に

よる少年合唱団の第3回発表会が闘かれました.

合唱団は.昭和48年iζ寵生して今年でT畿を迎えま

した.清らかな歌声
団員のみなさんは.学習の合聞をみて、 信越土噸闘

の午後中失公民館に集まり、然心は先生方の術噂で

練~ ~励み 立派な発袈会ができるようになりました

その柵りかは歎."ζ.念場のみはさんは、沢山の拍

手を送りました.

大村少年合唱団

間嶋欄.欄師陣醐

毎月 1目・15日発行 編集/経曾広報観 印刷所/九州凸阪線式会社
帽-附則

発行所/大村市役所
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ごすまい

空気も

昨
年
十
二
月
の
衆
議
院
議
員
総

選
挙
に
引
き
続
き
参
議
院
議
員
通

ト」山

フ月
常
選
挙
が
七
月
に
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。今

度
の
選
挙
で
は
全
国
選
出
議

員
五
十
人
、
地
方
区
選
出
議
員
七

十
六
人
が
改
選
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
ど
承
知
の
よ
う
に
現
在

の
社
会
情
勢
は
内
外
共
に
大
き
く

流
動
し
て
い
ま
す
。

今
度
の
通
常
選
挙
は
先
般
の
総

選
挙
と
と
も
に
今
後
の
日
本
の
国

政
の
進
路
を
決
定
す
る
重
大
な
選

一
挙
で
す
。

有
権
者
は
自
ら
の
判
凶
に
よ
る

厳
し
い
4

選
択
4

を
、
本
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

主
権
者
は
‘
我
々
国
民
で
あ
る

乙
と
を
認
識
し
棄
権
す
る
乙
と
な

く
明
る
く
正
し
く
参
議
院
議
員
通

常
選
日
苧
に
臨
み
ま
し

f
っ。

郵
便
投
票
の
手
続
き
を

重

度

身

体

障

窓
口
者

身
体
障
害
者
一
手
帳
ま

た
は
戦
傷
病
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人

で
次
に
該
当
さ
れ
る
重

度
の
身
体
障
害
者
の
人

は
選
挙
の
投
票
を
郵
便

で
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す。
役
票
日
間
近
に
な
っ

て
手
続
き
に
来
ら
れ
る

人
が
い
ま
す
が
、
投
票

日
前
少
く
と
も
七
日
前

に
は
証
明
書
の
交
付
を

受
け
て
お
か
な
い
と
郵

便
投
票
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
早
目

に
選
挙
管
理
委
員
会
で
手
続
き
を

し
て
下
さ
い
。

五
月
十
三
日
、
大
村
商
工
会
議
長
に
(
写
真
)
贈
ら
れ
ま
し
た
。
一

所
(
平
山
慎
吾
会
頭
)
の
富
永
専
こ
の
ベ
シ
チ
は
、
商
工
会
議
所
一

務
、
堀
川
観
光
部
会
長
ほ
か
役
員
の
呼
び
か
け
に
よ
る
市
内
の
事
業

一

の
人
達
は
市
役
所
を
訪
れ
、
「
観
所
の
善
意
に
よ
る
も
の
で
、
大
村
一

光
掻
興
に
役
立
て
て
下
さ
い
」
と
公
園
の
菖
蒲
も
ゆ
っ
く
り
観
賞
で
-

ベ
ン
チ
九
十
脚
の
目
録
を
高
木
市
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一

食

参議院議員通常選挙

弘̂、

ン
チ

あ
り
が
と
う

商

工

会

議

所

か

ら

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

乗
る
人
に
は
欽
ま
せ
な
い

先
ず

わ
が
家
か
ら

中

島

平

和

出55aそ
の
外
詳
し
い
こ
と
は
申
請
を

さ
れ
た
時
に
説
明
し
ま
す
。

身
体
障
害
者

O
両
下
肢
も
し
く
は
体
幹
の
障
害

で

一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
人

O
心
臓
、
じ
ん
臓
も
し
く
は
呼
吸

器
の
障
害
で
一
級
又
は
三
級
に
該

当
す
る
人

戦
傷
病
者

。
両
下
肢
も
し
く
は
体
幹
の
庫
害

で
特
別
項
症
か
ら
第
二
項
症
に
該

当
す
る
人

。
心
臓
、
じ
ん
臓
も
し
く
は
呼
吸

器
の
障
害
で
特
別
項
症
か
ら
第
三

項
症
に
該
当
す
る
人
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食

農
家
の
花
嫁

福
祉
医
療
費

(婿
)
の
相
談
は

受
給
資
格
者
証
更
新

6
月
仲
間
日
か
ら

り

七
十
歳
以
上
の
老
人
、
身
体
障

害
者
、
母
子
、
寡
婦
な
ど
が
使
用

さ
れ
て
い
る
福
祉
医
療
費
受
給
資

格
者
証
の
有
効
期
限
が
六
月
三
十

日
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
資
格
者

証
を
更
新
い
た
し
ま
す
。

該
当
者
は
も
れ
の
な
い
よ
う
に

福
祉
課
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

申
請
さ
れ
る
時
は
現
在
使
用
さ

れ
て
い
る
資
格
証
の
ほ
か
次
の
も

の
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

む

。
老
人
医
療
該
当
者
は
印
鑑
、
健

康
保
険
証

。
身
体
障
害
者
医
療
該
当
者
は
身

体
障
害
者
手
帳
、
印
鑑
、
健
康

保
険
証

。
母
子

・
寡
婦
医
療
該
当
者
は
印

鑑
健
康
保
険
証

申
請
期
間
中
、
各
出
張
所
に
次

の
日
程
で
福
祉
課
か
ら
出
向
き
ま

す
の
で
出
張
所
で
受
付
を
い
た
し

ま
す
が
、
当
日
以
外
は
出
張
所
で

は
出
来
ま
せ
ん
。

各
地
区
農
協
支
所
長
さ
ん

申
請
書
受
付
日
程

三
浦
出
張
所
六
月
十
六
日

鈴
田
出
張
所

六
月
十
七
日

萱
瀬
出
張
所
六
月
二
十
日

福
重
出
張
所

六
月
二
十
一
日

松
原
出
張
所

六
月
二
十
二
日

竹
松
出
張
所

六
月
二
十
三
日

t
二
十
四
日

ま
た
は
農
業
委
員
さ
ん
へ

西
大
村
出
張
所

六
月
二
十
七
日
l
二
十
八
日

大
村
地
区

六
月
二
十
九
日

l
三
十
日

出
張
所
地
区
は
い
ず
れ
も

午
前
九
時

t
午
後
四
時

詳
し
く
は
福
祉
課
へ

お
尋
ね
下

さ
い
。
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福祉手当一一l

|一所得状況届

まて6月 20日

t 番手轟轟臨轍甑鴨~ ~ 
〉議議饗麹盤議議議議議返還主盤選滋~酒酸是正線'慰織 :議害事物 理経払青島 7込書院 m~ 

i繋繁護霊欝欄饗議選警
護髪室議j三争犠鎗 J;??議謹霊 長 a . 

3懇謹轟議議醤鐘磁輯酔雲 1 
製懸毅繍欝絞想覇購監護 ぞ

{まを 真 城 が 協 J 
、し 巡 ) 跡 催 会 五 F 

iセqTt完走 E 奴~ ~ 
郷 シ堂 ‘ 十 上寺 l 寸- ( 

( 土タ芋市 「 二 一L
j の ン者民史日 手 :

歴 砲 33五 跡 、 そど
i 史 教 主 十 探 市 開， 、

を の 前 人 訪 、 yu

t た 地 ':!:tが の市虫 r古 t
ど な受玖会 観 -[旦?

1 りど 写島 」 光 跡 そ f
Jい 後 好 計 が m ょう P 
-ー まも 評参画郷 乙 布長 j 

うす 実で 加 さ土 の¥ う
。施 、者 れ を会 計;

〈 す 市 の た見は ロjJ
る 商 アも 直 、 ー -

t よ 工 ンのそ市 仏) ~-
う 観ケ でう 民 -

J 検 光 l すとみ L::.. ~ 
討課 ト 。初 な玉 、

〉 しはで め さ B 

て 今 も て ん t 

お

在
宅
の
重
度
障
害
者
に
支
給
し

て
お
り
ま
す
福
祉
手
当
を
現
在
受

け
て
い
る
人
、
又
は
現
在
支
給
停

止
に
な
っ

て
い
る
人
は、

毎
年
六

月
に
福
祉
手
当
所
得
状
況
屈
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ

て
い
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
人
は、

六
月
二
十

日
ま
で
に
福
祉
課
に
提
出
し
て
下

さ
い。乙

の
届
の
提
出
が
な
い
と
き
は

支
給
停
止
と
な
り
ま
す
の
で
必
ず

提
出
し
て
下
さ
い
。

所
得
状
況
届
は
福
祉
課
又
は
も

よ
り
の
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

O 

O 

O 

耳
と
こ
と
ば
の

相

談

日

毎

月

第

3
土
曜
日

午
後

1
時

J
4時

福
祉
セ
ン
タ
ー

と
う
ぞ

一

児

童

手

当

現

況

届

一

6
月

初

日

ま

で

一

児
童
手
当
を
現
在
受
け

て

い

六
月
三
十
日
ま
で
に
印
鑑
、
健

一
る
人
、
ま
た
受
け
る
資
格

は

あ

康
保
険
証
、
預
金
通
帳
(
現
在

↑
る
が
現
在
支
給
停
止
に
な

っ
て

児
童
手
当
を
振
り
込
ん
で

い
る

一

い
る
人
は
、
毎
年
六
月
に
現
況

も
の
)
を
も
っ

て
福
祉
課
で
手

一
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

続
を
し
て
下
さ
い
。

一

い
乙
と
に
な

っ
て

い
ま
す
の
で

情

緒

障

量三
Eコ

「
あ

お

ぞ

情
緒
障
害
児
教
室
と
は

子
ど
も
が
成
長
す
る
過
程
で
情

緒
に
否
み
を
き
た
し
日
常
の
家
庭

学
校
生
活
に
不
適
応
を
示
し
落
ち

着
い
て
学
習
で
き
な
い
子
、
学
校

嫌
い
、
親
や
教
師
の
指
示
に
従
え

ず
自
分
勝
手
な
行
動
を
と
る
子
、

家
で
は
話
す
が
学
校
で
は
全
く
口

を
聞
か
な
い
子
、
不
安
や
緊
張
が

強
く
た
え
ず
動
き
ま
わ
っ
た
り
、

引
っ
込
み
思
案
、
夜
尿
の
子
ど
も

な
ど
生
活
上
困
難
を
き
た
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
に
、一

日
で
も
単

く
情
緒
の
安
定
を
は
か
り
毎
日
を

子
ど
も
ら
し
く
、明
る
く
、自
信
を

も
っ

て
生
活
で
き
る
よ
う
に
個
別

指
導
を
す
る
所
と
し
て
、
又
子
ど

も
の
情
緒
面
で
悩
み
を
も
っ
て
お

ら
れ
る
保
護
者
の
相
談
の
場
と
し

て
特
別
に
設
け
ら
れ
た
教
室
で
す

五
月
十
一

日
保
護
者
を
は
じ
め

児り

教

室
」

開

設

市
、
教
育
委
員
会
、
各
学
校
長
、

学
級
担
任
な
ど
関
係
者
の
出
席
の

も
と
に
開
級
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

乙
の
教
室
は
大
村
小
学
校
に
所

属
し
中
央
公
民
館
の
二
階
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

対
象
児
は
市
内
各
小
学
校
の
就

学
児
童
で
情
緒
に
問
題
を
も
っ
子

ど
も
た
ち
で
す
。

教
育
相
談

情
緒
の
問
題
に
つ
い
て
就
学
児
童

の
保
護
者
や
学
級
担
任
か
ら
の
申

込
み
、
ま
た
、
幼
児
の
保
護
者
か

ら
の
教
育
相
談
日
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

希
望
者
は
在
籍
学
校
長
を
通
じ

て
大
村
小
学
校
に
申
し
で
る
か
、

ま
た
は
直
接

「あ
お
ぞ
ら
教
室
」

に
電
話
さ
れ
る
と
面
接
日
を
お
知

ら
せ
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
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みんなで

りきれいな街づく

不
燃
物
は
、
毎
月
収
集
日
を
決

め
て
‘
そ
の
前
日
に
限
り
各
世
帯

か
ら
集
積
所
ま
で
持
ち
出
し
て
も

ら
う
よ
う
再
三
呼
び
か
け
て
い
ま

放
棄
犬

(
不
用
犬
)

不燃物は決められた日に

す
が
、
ま
だ
、
乙
れ
を
守
ら
ず
に

い
つ
も
不
燃
物
集
積
所
が
ご
み
の

山
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

お
互
い
に
注
意
し
合
い
決
め
ら

れ
た
日
以
外
に
持
ち
出
す
乙
と
を

防
止
す
る
乙
と
に
心
が
け
、
き
れ

い
な
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

0

0
不
燃
物
と
は

V
び
ん
類
・
か
ん
類
・
ト
タ
ン

く
ず
・
ガ
ラ
ス
く
ず
・
せ
と

物
く
ず

V
燃
え
が
ら
・

灰

@
持
ち
出
し
方

V
紙
袋
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
、
収
集
し

や
す
い
よ
う
に
ま
と
め
・
散

乱
し
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り

荷
造
り
し
て
出
し
て
下
さ
い

O
不
燃
物
集
積
所
に
次
の
も
の
は

絶
対
に
出
さ
な
い
よ
う
に

三七 収二
、E 土月 、日十従
、収!曜以と四来
時日降'な日毎
聞と はつが月
は な 第 て放四
従りーい 棄日
来ま・ま犬・
どす第しの十
お。こた定四
り ・が期日
正第、回・

の

回

収

日

が

変

り

ま

す

@ 

午
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
八
月
十
三
日
か
ら
十
六

日
ま
で
、
十
二
月
二
十
九
日
か

ら
一
月
三
日
ま
で
は
休
止
い
た

し
ま
す
。

明

ま
ち
.
つ
く
り

る

V
事
業
所
(
商
居
)
の
事
業
活

動
か
ら
出
る
不
燃
物

V
残
飯
類
・
木
ぎ
れ
・
紙
く
ず

な
ど
の
燃
え
る
一
般
ご
み

V
古
タ
イ
ヤ
・
農
家
の
ハ
ウ
ス

ビ
ニ
ー
ル

-d 

‘ ， 
‘ ‘ ， 
~ 
‘ . 
~ 
‘ 司.， 
‘ ， 
‘ -a . ， 
h ， ， 、， . . . 
司.
4 

・z. . ， 
‘ ， . . ， 
ラ
‘ -a 、
J 

-、、.， ・h. . . ， .， . 司.， 
‘ ， . 
~ ， 
?手
‘ . ， 
‘ ， 
ーも， 
‘ ， 
‘ . . 
:> 
‘ . . 
司， 
‘ . -J号、、
， 
‘ ， . 
‘ ， 
‘ e . 

建
設
廃
材
の
処
分
に

釜
川
内
不
燃
物
埋
立
地
の
現
況

は
、
余
地
も
筏
ま
り
満
杯
の
危
機

に
ひ
ん
し
て
い
る
こ
と
は
ど
承
知

の
と
お
り
で
、
市
と
い
た
じ
ま
し

て
も
外
に
適
当
な
埋
立
地
の
開
発

に
腐
心
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
早
急
な
解
決
は
困

難
な
状
況
に
立
ち
至
っ
て
い
ま
す

現
在
の
埋
立
地
の
維
持
を
図
る

た
め
、
当
面
の
非
常
措
置
と
し
て

建
設
事
業
か
ら
排
出
さ
れ
る
建
設

廃
材
(
残
土
、
瓦
れ
き
、
セ
メ
ン

ト
塊
な
ど
)
の
埋
立
地
搬
入
は
差

し
止
め
て
い
ま
す
の
で
、
事
業
者

処
理
原
則
に
よ
り
適
当
な
処
分
地

を
確
保
し
て
い
た
だ
き

-
環
境
汚

染
を
来
さ
な
い
配
慮
の
も
と
に
、

事
業
者
責
任
に
お
い
て
処
分
を
行

う
よ
う
ど
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。た

だ
し
「
古
木
材
、
木
く
ず
」

に
つ
い
て
は
、
長
さ
一
メ
ー
ト
ル

い

暮

し

ヲJ

'-

協

を

力

h

い

っ

ぱ

い

に

な

っ

た

戸

F

釜
川
内
不
燃
物
埋
立
処
分
地
」

程
度
に
切
断
し
た
も
の
に
限
り
、

市
清
掃
セ
ン
タ
ー
(
森
園
町
)
で

焼
却
処
理
を
行
い
ま
す
の
で
、
事

前
に
連
絡
の
上
撮
入
し
て
下
さ
い

※
連
絡
場
所

市
清
掃
課

E
二
l
二
八
一
四

百
二
三
五
三
九

下

水

道

日
大
村
公
園
の
花
菖
蒲
祭
の
一
皆
さ
ん
多
数
の
ど
来
園
を
お
待
一

一
環
行
事
と
し
て
、
六
月
五
日
(
日
)
ち
し
て
い
ま
す
。
一

山
三
曲
協
会
に
よ
る
琴
、
尺
八
の
な
お
、
詳
し
い
開
花
状
況
に

w

…

演

奏

会

並

つ

い

て

は

市

商

工

観

光

課

(

血

~

…

ミ

び

に

子

ど

コ

了

四

一

一

一

)

ま

た

は

市

観

一

一

実

ら

も

さ

ん

を

光

協

会

(

皿

一

丁

三

六

O
五
)
一

…

甫

か

主

体

と

し

へ

お

た

ず

ね

下

さ

い

。

…

一一
7

日

た

郷

土

芸

日

4

能
今
村
浮

.

吉

田

1

一・

中

一

司

寸

立

が

出

演

小

ん

Z

6

い
た
七
ま

u
m
A
T
hご

ん

千

す

。

(

雨

i
割
問
U
U
L
固

い

nH町
J
t
H
1
1
園

町

天
中
止

)
u
-
M
'
Lは
明

S''恒
川

d町

V
I
A
-
E
R
Mば
比
一

ま

た

、

期

間

中

は

夜

間

照

明

』

1

/

i

h

E

ゆ
(
六
月
一
日
か
ら
)
新
茶
の
無

N

~

料

接

待

な

と

を

行

い

ま

す

の

で

ザ

0

0

0

0

 

登
録
も
注
射
も
済
ま
せ
て

五
十
二
年
度
の
犬
の
登
録
と
狂

犬
病
予
防
注
射
は
済
ま
れ
ま
し
た

狂
犬
病
予
防
法
第
四
条
の
規
定

に
よ
与
犬
の
所
有
者
は
、
生
後
三

カ
月
以
上
の
犬
は
一
年
に
一
回
登

録
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
狂
犬
病
予
防
法
第
五
条
に

基
づ
き
、
六
カ
月
ご
と
に
狂
犬
病

の
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
な
け
れ わ

アこ

犬

し

の

ば
な
り
ま
せ
ん
。

登
録
事
務
は
市
役
所
、
出
張
所

で
行
っ
て
い
ま
す
。

違
反
の
場
合
は
、
捕
獲
ま
た
は

罰
せ
ら
れ
る
乙
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
放
し

飼
い
を
し
た
人
も
迷
惑
で
す
し
、

犬
も
迷
惑
で
す
。

飼
う
の
な
ら
最
後
ま
で
面
倒
み

ま
'
し
ょ
・
っ
。
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む J らおお市政だより(5) 

食る水を大切にあり限
下

水

道{想史生亘惣全両;
今tC
u::a 

つ

て

旧
大
村
町
一
帯
は
地
下
水
位
が

高
く
地
下
水
の
利
用
は
容
易
で
あ

り
ま
し
た
が
、
飲
料
に
適
す
る
井

戸
は
数
カ
所
に
か
ぎ
ら
れ
、
遠
く

か
ら
良
水
を
運
ん
で
使
用
す
る
労

苦
を
な
め
、
し
た
が
っ
て
手
近
な

不
良
の
井
戸
水
を
飲
用
す
る
こ
と

と
な
り
、
衛
生
上
憂
慮
す
べ
き
状

態
で
あ
り
ま
し
た
。

大
正
中
期
頃
は
四
斗
(
七
十
二

リ
ッ
ト
ル
)
樽
一
杯
を
二
銭
で
売

り
歩
く
水
売
り
業
者
も
現
わ
れ
、

一
部
町
民
に
は
大
歓
迎
さ
れ
た
も

の
の
赤
痢
、
疫
痢
な
ど
伝
染
病
の

発
生
に
よ
り
、
町
民
の
あ
い
だ
に

は
水
道
布
設
を
強
く
要
望
す
る
声

が
高
ま
り
、
大
正
十
五
年
町
議
会

議
決
に
よ
り
認
可
申
請
を
受
け
、

同
年
二
月
起
工
、
現
在
の
水
道
部

庁
舎
所
在
地
に
一
つ
の
深
井
戸
を

水
源
(
発
祥
の
地
)
と
し
て
旧
大

守

暮

し

と

ろ

つ

(黒丸配水筈布設主事現場)

村
町
と
西
大
村
の
一
部
を
対
象
に

武
部
配
水
池
(
五
百
立
方
メ
ー
ト

ル
)
送
水
管
延
長
八
千
九
百
十
二

一
メ
ー
ト
ル
を
布
設
(
総
工
費
十

三
万
円
)
を
も
っ
て
昭
和
三
年
月

に
通
水
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
の

終
戦
ま
で
、
市
内
の
軍
関
係
住
宅

に
給
水
し
て
い
た
各
部
隊
の
水
道

施
設
を
、
昭
和
二
十
年
十
一
月
に

無
償
譲
渡
を
う
け
、
市
個
有
の
施

設
と
統
合
認
可
を
う
け
ま
し
た
。

(
第
一
回
拡
張
工
事
以

松
原
地
区
は
海
岸
に
面
し
飲
料

水
は
井
戸
水
に
頼
っ
て
い
た
が
、

人
家
の
密
集
地
区
は
、
海
岸
に
近

い
た
め
水
質
が
悪
く
水
道
の
布
設

が
必
要
と
な
り
、
浅
井
戸
(
現
在

の
池
の
川
)
一
井
一
日
取
水
量
五

百
立
万
メ
ー
ト
ル
・
配
水
池
百
立

方
メ
ー
ト
ル
・
送
水
管
七
百
八
十

メ
ー
ト
ル
・
配
水
管
二
千
五
百
七

十
メ
ー
ト
ル
を
布
設
し
地
下
水
を

配
水
池
に
ポ
ン
プ
送
水
し
て
自
然

疏
下
配
水
す
る
も
の
で
昭
和
二
十

二
年
十
一
月
工
費
四
十
万
円
を
も

っ
て
完
成
し
ま
し
た
。
(
第
二
回

拡
張
工
事
)

坂
口
浄
水
場
の
取
水
源
は
郡
川

下
流
で
あ
っ
た
が
、
軍
か
ら
引
継

が
れ
た
後
は
郡
川
下
流
農
民
の
反

対
を
う
け
取
水
出
来
な
く
な
り
、

取
水
源
を
大
上
戸
川
上
流
地
点

自

然
(
山
田
)
に
求
め
、
一
日
六
千
立

方
メ
ー
ト
ル
取
水
す
る
た
め
池
田

の
専
用
ダ
ム
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル

築
造
し
た
。
ま
た
取
水
地
点
か
ら

四
千
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
送
水

管
の
布
設
な
ど
、
約
三
千
六
百
万

円
を
投
じ
昭
和
二
十
五
年
八
月
か

ら
昭
和
二
十
七
年
十
一
月
で
完
成

し
ま
し
た
。
(
第
三
回
拡
張
工
事
)

第
三
回
拡
張
に
よ
っ
て
表
流
水

の
自
然
流
下
水
源
を
も
っ
た
が
、

貯
水
ダ
ム
の
規
模
が
小
さ
く
取
水

も
非
か
ん
が
い
期
に
限
ら
れ
る
た

め
、
水
量
が
不
足
が
ち
と
な
り
、

萱
瀬
多
目
的
ダ
ム
を
県
と
市
の
共

同
施
工
と
し
、
月
三
十
六
万
立
方

メ
ー
ト
ル
の
水
利
権
を
確
保
す
る

と
と
も
に
坂
口
浄
水
場
、
沈
で
ん

池
、
ろ
過
池
を
増
設
す
る
ほ
か
、

配
水
管
五
千
七
百
メ
i
ト
政
を
布

設
し
、
昭
和
三
十
四
年
十
二
月
か

ら
昭
和
三
十
九
年
で
完
成
し
ま
し

た
。
(
第
四
回
拡
張
工
事
〉

人
口
の
増
加
と
水
量
不
足
の
た

め
、
深
井
戸
の
新
設
と
松
原

t
宮

小
路
聞
の
配
水
管
の
結
合
を
昭
和

四
十
二
年
か
ら
昭
和
四
十
六
年
で

完
成
し
ま
し
た
。
(
第
五
回
拡
張

工
事
)

高
台
地
区
の
水
圧
低
下
解
消
の

た
め
配
水
池
の
架
設
を
図
り
、
鈴

田
地
区
へ
の
区
域
の
拡
大
、
人
件

費
の
増
加
を
防
ぐ
た
め
電
気
計
装

-
1
r
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f
'
J
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u
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f
z
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J
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登

記

相

談

は
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…

お

気

軽

に

ど

う

ぞ

~

九
日
時
六
月
十
日
午
前
九
時
三
十
分
l
午
後
三
時
三
十
分
~

凡
場
所
市
役
所
市
民
相
談
室

d

f
毒

3J-
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，er
‘、，，一
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，e
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設
備
な
ど
近
代
化
を
図
り
、
昭
和

五
十
一
年
三
月
に
完
成
し
ま
し
た

(
第
六
回
拡
張
工
事
〉

現
在
で
は
年
間
の
総
配
水
量
約

六
百
万
立
万
メ
ー
ト
ル
一
日
平
均

約
一
万
八
千
立
方
メ
ー
ト
ル
の
水

を
給
水
し
て
い
ま
す
。

今
後
更
に
給
水
人
口
の
増
加
が

予
測
さ
れ
ま
す
が
、
洗
剤
の
た
れ

水

道

料

金

の
流
し
な
ど
水
道
水
源
で
あ
る
河
川

の
汚
濁
に
よ
り
限
り
あ
る
水
資
源

に
支
障
を
来
し
て
い
ま
す
。

水
道
週
間
に
あ
た
り
全
国
民
一

人
一
人
が
自
覚
と
認
識
に
立
っ
て

い
つ
ま
で
も
自
然
を
汚
さ
な
い
よ

う
に
し
て
、
限
り
あ
る
水
を
効
率

的
に
使
用
す
る
よ
う
ア
ピ
ー
ル
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

集
金
人
が
変
わ
り
ま
す

岩下 視B 八鹿鋼 3
武千鶴子田 幸型ーu 

辻 華郷六
住

所. 
ノ、

氏ヤ八
柴 ノの 名

一

松竹西大村地区 地 大村地区
原松・ l 区の 区 田

委

託
の . 

区
地福一の ー 西大村 ー部西大村地区 域
区重部部

和5年月3昭B31和5年月昭日1 2 
年話昭 語年昭

5年月8和昭B31 年月和5昭1 4 2 

委

託

期

でま日 か日ら でま日 から日 でま日 か日ら I 間同
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所

税:

得
特

別

減

税

の

還
付
が
あ
り
ま
す

今
回
、
昭
和
五
十
二
ヰ
分
所
得

税
の
特
別
減
税
が
行
わ
れ
、
次
の

金
額
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

還
付
さ
れ
る
金
額
は
、
本
人
は

六
千
円
、
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶

養
親
族
は
一
人
に
つ
き
三
千
円
と

し
て
計
算
し
た
金
額
で
す
。

た
だ
し
、

納
め
た
昭
和
五
十

一

年
分
の
所
得
税
額
の
方
が
少
な
い

と
き
は
そ
の
税
額
ま
で
と
な
り
ま

す。
そ
こ
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
説

明
し
ま
す
。

〈
還
付
を
受
け
ら
れ
る
人
〉

還
付
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、

昭

和
五
十
二
ヰ
分
の
所
得
税
を
納
め

た
人
で
す
。
た
だ
し
、
利
子
・

配

当
な
ど
の
源
泉
分
離
課
税
の
所
得

税
に
つ
い
て
は
還
付
さ
れ
ま
せ
ん

〈
還
付
方
法
と
そ
の
手
続
V

①
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合

本
年
六
月
一
日
現
在
に
お
い
て

昨
年
と
同
じ
会
社
に
勤
務
し
て
い

る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、

六
月
か
ら

七
月
ご
ろ
‘
賞
与
や
給
与
を
受
取

る
と
き
に
、
勤
務
先
か
ら
還
付
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
給
与
以
外
に

雨

期

に

備

え

て

一

農
地
や
水
路
の
点
検
を

雨
期
を
目
前
に
し
て
大
雨
な
い
。

ど
に
よ
る
災
害
発

生

が

予

想

さ

災

害
が
発
生
し
た
場
合
は
、

・

れ

ま

す

。

早

急

に

災

害
発
生
報
告
書

(
用

も
う
一
度
農
地
や
水
路
な
ど
紙
は
農
協
又
は
農
協
支
所
に
あ

・
点
検
し
悪
い
主
こ
と
が
あ
れ
ば

り
ま
す
)
を
実
行
組
合
長
へ

提

J

補
修
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

食

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

所
得
が
あ
っ
た
り
、
二
カ
所
以
上

か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
た
め

に
確
定
申
告
を
し
た
人
で
、

勤
務

先
か
ら
還
付
し
き
れ
な
い
分
が
あ

る
と
き
は
、
そ
の
分
に
つ
い
て
は

次
に
説
明
す
る
4

事
業
所
得
者
な

ど
の
場
合
ク
と
同
じ
方
法
で
還
付

さ
れ
ま
す
。

②
事
業
所
得
者
な
ど
の
場
合

事
業
所
得
者
な
ど
確
定
申
告
を

し
て
納
税
し
た
人
は
、
六
月
下
旬

ご
ろ
に
税
務
署
か
ら
還
付
を
受
け

ら
れ
る
金
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

そ
の
際
、
同
封
さ
れ
た
還
付
請
求

書
に
、
所
要
の
事
項
を
記
入
し
て

税
務
署
に
返
送
し
て
下
さ
い
。
そ

う
す
る
と
、
税
務
署
か
ら
還
付
金

の
支
払
通
知
書
が
送
ら
れ
て
き
ま

す
か
ら
、
こ
の
支
払
通
知
書
に
よ

っ
て
郵
便
局
で
還
付
金
を
受
取
る

乙
と
に
な
り
ま
す
。

③
そ
の
他

給
与
の
税
金
を
源
泉
徴
収
で
納

め
、
年
末
調
整
を
受
け
て
い
る
が

今
年
に
な

っ
て
五
月
末
ま
で
に
退

職
し
た
人
や
昨
年
中
途
で
退
職

し
た
な
ど
の
た
め
、

給
与
の
税
金

を
源
泉
徴
収
さ
れ
た
ま
ま
で
年
末

調
整
を
受
け
て
い
な
い
人
な
ど
は

税
務
署
へ
還
付
請
求
を
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
場
合
、
昭
和
五
十
一

年
分
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
て

い
な
い
人
は
、
期
限
後
の
確
定
申

告
を
し
て
、
特
別
減
税
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
い
と
と
は
、
税
務
署
(
所

得
税
担
当
)
へ
お
尋
ね
下
さ
い。

(諌
早
税
務
署
)

農

用

地

区

域

で

は

農
地
以
外
へ
の
転
用
を
禁
止

「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す

る
法
律
」

に
基
づ
き
、
大
村
市
の

優
良
農
地
が

「農
用
地
区
域
」
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
用
地
区
域
は
、
将
来
と
も
農

業
の
た
め
に
利
用
す
べ
き
だ
と
さ

れ
て
い
る
区
域
で
す
。

区
域
内
の
土
地
を
農
業
以
外
の

目
的
に
使
う
乙
と
は
で
き
ま
せ
ん

ど
う
し
て
も
宅
地
に
し
た
い
・

宅
地
や
工
場
用
地
に
し
よ
う
と
い

う
相
手
に
売
り
た
い
l
そ
ん
な
と

き
に
は
ま
ず
、
知
事
(
二

ヘ
ク
タ

ー
ル
以
上
は
農
林
大
臣
)
に
届
け

出
て
、
そ
の
農
地
を
農
用
地
区
域

か
ら
外
し
て
も
ら
う
乙
と
が
必
要

ナこ

は

こ

は

市

内

で

求

め

ま

し

市
内
で
た
ば
乙
を
買
わ
れ
ま

す
と
、

一
箱

(
二
十
本
入
)
で

二
十
四
円
の
た
ば
乙
消
費
税
が

大
村
市
の
収
入
と
な
り
ま
す
。

昭
和
五
十
二
年
度
は
、
一

億

で
す
。

詳
し
く
は
、

経
済
部
農
林
水
産
課

よ

つ

七
千
万
円
が
見
込
ま
れ
て
お
り

住
民
福
祉
の
た
め
に
使
わ
れ
ま

す
。た

ば
こ
は
極
力
市
内
で
買
い

求
め
る
よ
う
ど
協
力
く
だ
さ
い
。

へ
お
尋
ね
下
さ
い。

(
つ
づ
く
)

中

小

企

業

連

鎖

倒

産

防

止

対

策

資

金

を

融

資

対
象

L
昭
和
五
十
二
年
一

月
一
日
以
降

の
倒
産
企
業
(
銀
行
取
引
停
止

処
分
企
業
を
含
む
)
に
対
し
、

債
権
を
有
す
る
関
連
中
小
企
業

で
あ
っ
て
信
用
保
証
の
対
象
業

種
で
あ
る
事
業
所

2
県
税
を
完
納
し
、
一

年
以
上
県

内
で
事
業
を
継
続
し
て
い
る
者

使
途
及
期
間

運
転
資
金

一
千
万
円
以
内

(債
権
額
を

限
度
と
す
る
)

期
間
及
利
率

五
年
以
内
(
う
ち
一
年
据
置
)

年
八
パ
ー
セ
ン
ト
以
内

保
証
料

。
、
三
パ
ー
セ
ン
ト

償
還
方
法

原
則
と
し
て
分
割
払
い

取
扱
期
間

昭
和
五
十
三
年
二
月
末
日
ま
で

取
損
金
融
機
関

商
工
中
金

・
十
八
銀
行

・
親

和
銀
行

・
長
崎
相
互
銀
行

・

九
州
相
互
銀
行

※
詳
し
く
は
、
市
商
工
観
光
課

又
は
商
工
会
議
所
へ
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jおしらせ ド ー!注
射
と
検
診

園
b
本
脳
炎
の

予
防
接
種

該
当
者
三
歳
{
十
五
歳

禁
忌
者

J
心
臓
病
・
じ
ん
臓
病
-

F

が
=っ
け
・
結
核
・
糖
尿
病
の
人

病
後
衰
弱
者
・
虚
弱
者
・
有
熱

rJ

者

a.胸
線
リ
ン
パ
体
質
者
・
そ

の
外
医
師
が
接
種
を
行
う
乙
と

が
不
適
当
と
認
め
る
疾
病
に
か

か
っ

τ
いる
λ

法
種
回
数

初
回
免
疫
者
二
回
接
種

F

追
加
免
疫
者
一
回
接
種
一

料

金

無

料

、

※
十
五
歳
以
上
の
大
に
対

4

し
て
は

司長
崎
県
告
示
第
百
八
十
一
一

'号
に

C
よ
り
接
種
い
た
じ
ま
せ
ん

町

※
幼
稚
園
児
は
各
幼
稚
園

小
・
中
学
校
の
生
徒
は
各
学
校

保
育
所
の
児
童
に
つ
い
て
は
一

合般
会
場
で
行
い
ま
す

園
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

一
こ
の
検
診
は
、
結
核
予
防
法
に

基
づ
き
、
結
核
の
早
期
発
見
と
早

期
治
療
に
よ
り
、
結
核
の
撲
滅
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
な
い

ま
す
。

毎
年
一
回
、
健
康
で
あ
る
な
し

に
か
か
わ
ら
ず
受
診
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
も
れ

な
く
受
け
て
下
さ
い
。

該

当

者

次

の

人

を
除
く
全
員

山
就
学
前
の
乳
幼
児

ω小
・
中
・
高
校
な
ど
の
学
校

の
児
童
生
徒

同
事
業
所
で
定
期
検
診
を
受
け

る
人

ゆ
現
在
、
結
核
の
治
療
を
受
け

て
い
る
人

料
金

無
料

※
日
程
は
下
表
の
と
お
り

日
程
は
左
表
の
と
お
り

日
本
脳
炎
予
防
接
種
実
施
日
程
表

コ

ゴ

ロ

μ

一口
凶
一
口
μ

町

幻

一
泊
料

一泊
料
一

M
劃

2
E
(一一
月
(
一
月
三

月

(一
時

弓コ
一口凶

一

口
凶
一
口
凶
一
口
u

一】

下仁一
l
t
¥
j
一

')、ノ一')、
j
ご
1
l

、J
一F

E
一
日
火
一

日
水
一
日
木
一
日
金
一
時

U
月

(
一

月
(
一
月
(
一
月
(
一空M

I
R
I
一ト
ー
川
両
ー
百
十J
一後

嘉
一
所
一所一
豊

所
一正

所
一所
一
強
一所
一午

品
「
一
盟
諸
日
一
時
面
一時
一一一

地

昭和52年度第1回レントゲン検診日程

l月 日 | 場 所 |時間

i U l赤佐古公民館 !9:川 0:30
/ 1桜ケE旅館街末広 iぺ， 11主: 0閃0~1臼2 : 0叩0 

/ 13 1 柴田公民 館 !け13:0叩0~1日4:0叩0 
(月〉引| 水 計 公民館 !川14比4:3別0~1臼5:30

(川火九刀4Jl!!石:日iF;i主}五JZ正iE日山山(i日直閣ii2出;:U::!!f:ji;:ij! l 
6 ，火〉Jrrに水州叩田引一1は山一区U一公伺民 館引r日rllrr1H山4ω3…| 
6/ 水田 2区公民 館 19川 30l

|杭 出津住宅公民館 !11: 00 ~12:00 

/ 15 1 辻田町佐藤病院横 1 1 3:0 0~14: 00 I 

川新城公民 館 1 14:30~15: 3~i

6/ I松並町長崎書居横 lg:川;引
1 i農協西大村支所 |山 2:001
/ 16 I 協和町 九州産業横 113 :0 0~1 4 : 00 1 

lf一日銀行社宅 l旦川
ρ/| 水田郵便局 9 : 30~10:30

バ口一商庖!IJ-ll九2|古町 5IK 広 場 iI [ 
〉|中地医住民センタ--1 1 4 :3 0 ~1 5 : 30 I 

| 町 | 市伝染病棟横山~10:30 I 

/九 |古賀島公民館 11:00-12:001 
， C万)1植松公民館 113: 30~14:3o I 

l¥1iu;日1111:;[
火)1四国止弓古コこ勾Lバ之 比 艮閤呂 司 ' UωU ~l比1[: 司初U ! 

( ¥2J[1i 口t七主:有tψiE七日日日lh1直訓iit詰:;日;iii!E日日日出出:1ヨ王瑞瑞ii}出日;:日出:j1 !i ! 
1 (水)[小路口住宅公民館 I14: 3叩0~1日5:330 i 

l !;:弘弘弘(;ミ為刻i}4副!むU)J応;

| X山4!占:丸4;ぷみ干島弓1F(1よ!?;;;判刊1ド何開阿ご1キ11!R!F:;;11 
金)1{5'小路公民館 !上司・ iJU-14:i:ju

臨妊婦と乳幼児の鑓家相談

!月臼 |時間 |場所]去-1
l? R 1<) 01 9・30""" ・01Mr.J:f¥ tlJ "g;:;r:: ，1 "'1 /..l.. IR ! 

1 日|:"""15:0al竹松出張所 ト乳 幼 児 i

i 6月14日113:30"""15:001鈴田出張所 i長婦と乳幼児 l

I 6月21日113:30"""15:001松原出張所

両27B I 9:30~11: ∞| 萱甑出張所 [

題

2
歳
児
健
康
診
査

け現康 ※
お在 相 生
受 妊談後
け 娠を五
下 中受 カ
さの け月
い方てま
。はいで

、 なに

で いー
き 乳度
る 児 も
だと健

異
常
を
早
く
発
見
し
、
健
や
か

な
心
と
体
の
発
育
を
促
す
た
め
に

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

対
象
昭
和
五
十
年
五
月
生
れ
を

対
象
と
し
ま
す
が
、
昭
和
四
十

九
年
十
二
月
か
ら
五
十
年
四
月

生
れ
の
人
で
、
ま
だ
健
康
診
査

を
受
け
て
い
な
い
幼
児
も
、
お

受
け
下
さ
い
。

日

時

六

月

十

六

日

・
三
十
日

午
後

一
時
三
十
分

i
二
時
(
受

付
)

場
所

市
役
所
第
二
会
議
室

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

な
お
、
現
在、

は
し
か

・
水
ぼ

う
そ
う
な
ど
病
気
に
か
か
っ
て
い

る
お
子
さ
ん
は
、
次
回
に
お
受
け

下
さ
い
。

週日南
間本 四
係水 |

道八

苦A
社
編
集
部

道

首
相

集

鴎
ク
水
4

に
つ
い
て
の

標

語

市
民
生
活
を
支
え
、
発
展
さ
せ

て
い
る
水
道
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
親
し
み
を
増
し
、
水
道
の
健

全
な
発
展
を
図
り
、
市
民
皆
水
道

へ
役
立
つ
よ
う
啓
蒙
す
る
と
と
も

に
、
限
り
あ
る
水
資
源
(
水
道
)

の
有
効
利
用
に
役
立
つ
標
語
を
募

集
し
ま
す
-

」
応
募
万
法
一
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
標
語
を
明
記
の
こ

ん」

締
切
日

送
り
先

圏
一
級
技
能
士

訓
練
課
程
通
信
制

訓
練
受
講
者

訓

練

科

目

機

械
加
工
科

仕
上
げ
科

開

講

六

月

一

日

よ

り

訓
練
期
間

標
準

一
カ
年

訓
練
開
始
日
受
講
許
可
を
受
け

受
講
手
続
き
を
完
了
し
た
月
の

翌
月
の
一
日

受

講

料

七

千

円

特
典

一
級
技
能
検
定
学
科
試
験

免
除

※
詳
し
く
は
J

諌
早
市
小
船
越
町

、
一
一
↑
三
t

長
崎
総
合
高
等
職

業
訓
練
校

耳
二
し
二

三
三
三

七
月
十
日

東
京
都
千
代
田
区
九
段
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園
第

9
回

簡
易
保
険
資
金

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

テ
ー
マ
簡
保
資
金
融
資
施
設

(
学
校
‘
公
営
住
宅
、
公
園
、

道
路
、
橋
、
港
湾
、
市
場
な
ど
)

を
題
材
と
し
た
明
る
い
作
品

※
融
資
施
設
は
郵
便
局
で
お
尋
ね

下
さ
い
。

サ
イ
。
ス
カ
ラ
ー
は
ス
ラ
イ
ド
お

ミ
リ
以
上
白
黒
は
四
ツ
切

(
単
写
真
、
組
写
真
い
ず
れ
も

可
)

受
付
郵
便
局
の
保
険
窓
口

期
間
六
月
一
日

t
八
月
十
日

賞

カ

ラ

I

?白
黒
の
両
部
門
そ

れ
ぞ
れ

推
薦
一
点
郵
政
大
臣
賞
、

賞
金
五
万
円
、
ト
ロ
フ
ィ
ー

特
選
二
点
簡
易
保
険
局
長

賞
、
賞
金
三
万
円
、
ト
ロ
フ

ィ
ー

入
選
五
点
簡
保
資
金
研
究

会
理
事
長
賞
、
賞
金
一
万
円

楯
佳

作

二

十

点

賞

品

参
加
賞
応
募
者
全
員
に
粗
品

進
呈

応
募
細
則

ω未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す

凶
そ
の
外
詳
し
い
こ
と
は
、
郵

便
局
(
保
険
課
保
険
係
)
に

お
尋
ね
下
さ
い(

大
村
郵
便
局
)

圃
太
極
拳
会
員

乙
れ
は
北
京
で
研
究
さ
れ
て
い

る
最
新
の
太
極
拳
で
、
乙
の
動
き

は
力
を
抜
き
ユ
ッ
ク
リ
と
全
身
に

意
識
を
め
ぐ
ら
せ
、
呼
吸
、
重
心

姿
勢
な
ど
に
注
意
し
な
が
吉
つ
行
う

も
の
で
す
。

特
長
は
老
若
男
女
を
間
わ
ず
体

つ三-、
.21〈
-
f
J
2
-
〉
三
、
5
1
{
J
'
f
-
-
f
〉
-uzz

、ft
f
f
J
2
3
-
'
E
t
-
-
t
d

~
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
い

V

清

和

国

へ

佐

々

町

愛

の

奉

仕

団

増

本

利

三

h

い
ム
片
町
の
為
永
葬
具
庖
よ
り
、
さ
ん
外
三
名
は
、
歌
、
舞
踊
慰
九

戸
ホ
ン
コ
ン
フ
ラ
ワ
ー

一
寵
間
ム
西
本
町
光
建
設
岩
永
光

v

v

ム
秀
栄
会
藤
間
勧
巳
満
さ
ん
一
生
さ
ん
は
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

A

ん
行
十
五
名
は
、
み
か
ん
十
キ
ロ
三
十
本
、
菓
子
五
十
箱
ム
日
《

A

と
舞
踊
慰
問
ム
久
原
団
地
の
本
専
売
公
社
大
村
営
業
所
は
花
山

γ

船
本
行
徳
さ
ん
は
、
人
参
六
キ
の
種
子
二
百
袋

ム
一
の
郷
の
叩

(
ロ
、
リ
ン
ゴ
十
八
キ
ロ
、
キ
ヤ
西
川
正
信
さ
ん
は
、
タ
バ
コ
二

V

、
ベ
ツ
八
キ
ロ
ム
北
松
浦
郡
小
十
個
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力
に
合
わ
せ
て
で
き
、
慢
性
病
に

良
く
、
練
習
後
壮
快
感
が
残
り
ま

す。内
容
主
に
柔
軟
体
操
・
太
極
拳

の
型
の
練
習
・
二
人
で
練
習
す

る
推
手

日
時
毎
週
火
・
水
・
金
曜
日
の

午
後
六
時

t
八
時

場
所
野
外
、
詳
し
く
は
間
い
合

せ
時
に
連
絡

指
導
日
本
太
極
拳
協
会
会
員

田
方
誠
さ
ん

申
込
・
問
い
合
せ
先

玖
島
郷
三
九
六

E
二
l
二
九
三
九
田
方
宅

会

費

無

料

※
ど
な
た
で
も
興
味
の
あ
る
人
は

ど
ん
ど
ん
参
加
し
て
く
だ
さ
い

講

ぷ』
Z玄

習

圃

油

絵

教

室

油
絵
に
関
心
を
も
ち
勉
強
し
た

い
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
初
心
者
を

対
象
に
油
絵
教
室
を
開
設
し
ま
す

日
時
六
月
二
十
二
日

l
八
月
二

十
四
日
、
毎
週
水
曜
日
、
午
後

七
時

t
九
時
(
十
回
)

対
象
成
人
(
初
心
者
)

定
員
二
十
五
人

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

講
師
村
部
良
明
先
生

申
込
受
講
希
望
者
は
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
職
業
、
住
所
、
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ

か
電
話
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す

申
込
先
久
原
郷
一
の
一

中
央
公
民
館
皿
二
l
四
三
二

一

も

よ

お

し

園
第
叩
回

家
庭
教
育
映
画
会

映
画
「
父
と
母
へ
の
赤
信
号」

ー
家
庭
を
非
行
防
止
の

と
り
で
に
|

内

容

小

学
生
が
家
出
を
し
た
。

な
ぜ
?
従
来
の
非
行
対
策
で
は

結
果
だ
け
を
重
視
し
、
何
が
非

行
児
を
生
む
か
と
い
う
要
因
対

策
が
軽
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ

た。
そ
乙
で
こ
の
映
画
は
、
子
ど

も
の
非
行
化
へ
の
原
因
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。

日
時
六
月
十
五
日
午
前
十
時

場
所
中
央
公
民
館

申
込
電
話
で
中
央
公
民
館
へ

血
二
l
四
三
二
一

盛
大
村
子
ど
も
劇
場

例

会

人
形
劇
「
バ
ヤ
ヤ
王
子
」

六
月
十
九
日
(
日
)

午
後
二
時
l
四
時

日
時

会公場
費演所

市
民
会
館

人
形
劇
団
「
プ
l
ク」

会

員

九

百

円

当
日
会
員
千
二
百
円

主
催
大
村
子
ど
も
劇
場

推
せ
ん
市
教
育
委
員
会

連
絡
先
古
賀
島
町
与
那
城
宅

血
三
|
三
三
三
九

盟
移
動
芸
術
祭

「
尺
に
は
尺
を
」
公
演

五
十
二
年
度
文
化
庁
主
催
移
動

芸
術
祭
ぺ
尺
に
は
尺
を
」
の
公
演

が
六
月
十
四
日
に
迫
り
ま
し
た
。

入
場
券
に
は
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
早
自
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

日
時
六
月
十
四
日
午
後
六
時

場
所
市
民
会
館

出
演
者
岸
田
今
日
子
、
仲
谷
昇

神
山
繁
、
橋
瓜
功
、
文
野
朋
子

ほ
か

入
場
料

一
般
千
三
百
円

中
高
生
六
百
円

発
売
所
ア
オ
パ
ラ
ジ
オ
居
、
森

竹
電
気
目
、
原
田
楽
器
居
、
長

崎
書
居
.
商
工
会
議
所
、
公
民

館
、
市
民
相
談
室

そ

の

他

圃
市
立
図
書
館

分
室
の
開
設

市
立
図
書
館
は
、
こ
の
ほ
ど
福

重
出
張
所
の
図
書
室
へ
児
童
図
書

な
ど
約
五
百
冊
を
配
本
し
、
貸
出

を
始
め
ま
し
た
。

貸
出
日
は
、
毎
週
火
・
金
曜
日

の
午
後
一
時
か
ら
五
時
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
無
料
で
す
。

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

6
月
の
日
曜
当
番
医

部

変

更

五
月
十
五
日
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
六
月
の
日
曜
当
番
医
の
中

で
、
次
の
と
お
り
一
部
変
更
が
あ

り
ま
し
た
。

④
二
十
六
日
の
藤
井
内
科
が
松
尾

内
科
に
変
更

変
更
後
の
日
曜
当
番
医
は
次
の

と
お
り
で
す
。
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